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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月3日(2020.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、
　前記表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、
　前記表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、
　前記背面側筐体部は前記磁石が吸着する部材を用いて実現されており、
　前記背面側筐体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾
曲した曲面状に形成されており、
　前記表示本体部は、前記背面側筐体部の表面に沿うように湾曲可能なディスプレイであ
って、部位毎に発熱量が異なるように構成されており、
　前記磁石は、屈曲性を有するマグネットシートであって、
　前記背面部には、前記磁石としての前記マグネットシートが全面に渡って接着されてお
り、
　前記磁石は、前記表示本体部の発熱量が高い領域ほど密に前記背面側筐体部と接触する
ように形成されており、
　前記表示本体部は、前記背面部に配されている前記磁石によって、前記背面側筐体部の
表面に沿うように付着されている、表示装置。
【請求項２】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、
　前記表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、
　前記表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、
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　前記背面側筐体部は前記磁石が吸着する部材を用いて実現されており、
　前記背面側筐体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾
曲した曲面状に形成されており、
　前記表示本体部は、前記背面側筐体部の表面に沿うように湾曲可能なディスプレイであ
って、発熱量が所定の閾値以上となることが見込まれる領域である高発熱部（Ｚ１）と、
発熱量が所定の閾値未満となることが見込まれる領域である低発熱部（Ｚ２）と、を備え
、
　前記高発熱部には、前記低発熱部よりも密に前記磁石が設けられており、
　前記表示本体部は、前記背面部に配されている前記磁石によって、前記背面側筐体部の
表面に沿うように付着されている、表示装置。
【請求項３】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するための、曲面状の表示面を有するディスプレイである表示本体部（１０
）と、
　前記表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、
　前記表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、
　前記背面側筐体部は前記磁石が吸着する部材を用いて実現されており、
　前記表示本体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲
した曲面状に形成されてあって、部位毎に発熱量が異なるように構成されており、
　前記背面側筐体部は、前記表示本体部の形状に対応する曲面状に形成されており、
　前記磁石は、屈曲性を有するマグネットシートであって、
　前記背面部には、前記磁石としての前記マグネットシートが全面に渡って接着されてお
り、
　前記磁石は、前記表示本体部の発熱量が高い領域ほど密に前記背面側筐体部と接触する
ように形成されており、
　前記表示本体部は、前記磁石が提供する磁気的吸着力によって前記背面側筐体部に付着
されている、表示装置。
【請求項４】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するための曲面状の表示面を有するディスプレイである表示本体部（１０）
と、
　前記表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、
　前記表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、
　前記背面側筐体部は前記磁石が吸着する部材を用いて実現されており、
　前記表示本体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲
した曲面状に形成されてあって、発熱量が所定の閾値以上となることが見込まれる領域で
ある高発熱部（Ｚ１）と、発熱量が所定の閾値未満となることが見込まれる領域である低
発熱部（Ｚ２）と、を備え、
　前記背面側筐体部は、前記表示本体部の形状に対応する曲面状に形成されており、
　前記高発熱部には、前記低発熱部よりも密に前記磁石が設けられており、
　前記表示本体部は、前記磁石が提供する磁気的吸着力によって前記背面側筐体部に付着
されている、表示装置。
【請求項５】
　請求項２又は４に記載の表示装置であって、
　前記磁石は、屈曲性を有するマグネットシートであって、
　前記背面部には、前記磁石としての前記マグネットシートが全面に渡って接着されてい
る表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の表示装置であって、
　前記磁石としての前記マグネットシートにおいて、前記背面部と接着されていない方の
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面であるシート下面部には凹凸が形成されていることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項１から６の何れか１項に記載の表示装置であって、
　前記磁石は、前記表示本体部と前記背面側筐体部の線膨張率の中間的な線膨張率を有す
るように構成されている表示装置。
【請求項８】
　画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、
　前記表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、
　前記表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、
　前記背面側筐体部は前記磁石が吸着する部材を用いて実現されており、
　前記磁石は、前記表示本体部と前記背面側筐体部の線膨張率の中間的な線膨張率を有す
るように構成されており、
　前記表示本体部は、前記磁石が提供する磁気的吸着力によって前記背面側筐体部に付着
されている表示装置。
【請求項９】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、
　前記表示本体部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面側筐体部（３０Ｘ）
と、を備え、
　前記表示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシート状の部材である強磁性体
シート（２０Ｘ）が接着されており、
　前記背面側筐体部において、前記表示本体部が配される方の面は、前記磁石として機能
するように構成されており、
　前記背面側筐体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾
曲した曲面状に形成されており、
　前記表示本体部は、前記背面側筐体部の表面に沿うように湾曲可能なディスプレイであ
って、前記背面側筐体部が提供する磁気的吸着力によって前記背面側筐体部に付着されて
おり、
　前記表示本体部は、部位毎に発熱量が異なるように構成されており、
　前記表示本体部は、発熱量が高い領域ほど密に前記背面側筐体部と接触するように形成
されている、表示装置。
【請求項１０】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、
　前記表示本体部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面側筐体部（３０Ｘ）
と、を備え、
　前記表示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシート状の部材である強磁性体
シート（２０Ｘ）が接着されており、
　前記背面側筐体部において、前記表示本体部が配される方の面は、前記磁石として機能
するように構成されており、
　前記背面側筐体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾
曲した曲面状に形成されており、
　前記表示本体部は、前記背面側筐体部の表面に沿うように湾曲可能なディスプレイであ
って、前記背面側筐体部が提供する磁気的吸着力によって前記背面側筐体部に付着されて
おり、
　前記表示本体部は、発熱量が所定の閾値以上となることが見込まれる領域である高発熱
部（Ｚ１）と、発熱量が所定の閾値未満となることが見込まれる領域である低発熱部（Ｚ
２）と、を備え、
　前記高発熱部は、前記低発熱部よりも密に前記背面側筐体部と接触するように構成され
ている、表示装置。
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【請求項１１】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するための曲面状の表示面を有するディスプレイである表示本体部（１０）
と、
　前記表示本体部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面側筐体部（３０Ｘ）
と、を備え、
　前記表示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシート状の部材である強磁性体
シート（２０Ｘ）が接着されており、
　前記背面側筐体部において、前記表示本体部が配される方の面は、前記磁石として機能
するように構成されており、
　前記背面側筐体部は、前記表示本体部の形状に対応する曲面状に形成されており、
　前記表示本体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲
した曲面状に形成されてあって、前記背面側筐体部が提供する磁気的吸着力によって前記
背面側筐体部に付着されており、
　前記表示本体部は、部位毎に発熱量が異なるように構成されており、
　前記表示本体部は、発熱量が高い領域ほど密に前記背面側筐体部と接触するように形成
されている、表示装置。
【請求項１２】
　車両用表示装置として構成された、表示装置であって、
　画像を表示するための曲面状の表示面を有するディスプレイである表示本体部（１０）
と、
　前記表示本体部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面側筐体部（３０Ｘ）
と、を備え、
　前記表示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシート状の部材である強磁性体
シート（２０Ｘ）が接着されており、
　前記背面側筐体部において、前記表示本体部が配される方の面は、前記磁石として機能
するように構成されており、
　前記背面側筐体部は、前記表示本体部の形状に対応する曲面状に形成されており、
　前記表示本体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲
した曲面状に形成されてあって、前記背面側筐体部が提供する磁気的吸着力によって前記
背面側筐体部に付着されており、
　前記表示本体部は、発熱量が所定の閾値以上となることが見込まれる領域である高発熱
部（Ｚ１）と、発熱量が所定の閾値未満となることが見込まれる領域である低発熱部（Ｚ
２）と、を備え、
　前記高発熱部は、前記低発熱部よりも密に前記背面側筐体部と接触するように構成され
ている、表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　その目的を達成するための第１の表示装置は、車両用表示装置として構成された、表示
装置であって、画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、表示本体部の背
面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、表示本体部の背面部（１２）に付着され
ている磁石（２０）と、を備え、背面側筐体部は磁石が吸着する部材を用いて実現されて
おり、背面側筐体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾
曲した曲面状に形成されており、表示本体部は、背面側筐体部の表面に沿うように湾曲可
能なディスプレイであって、部位毎に発熱量が異なるように構成されており、磁石は、屈
曲性を有するマグネットシートであって、当背面部には、磁石としてのマグネットシート
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が全面に渡って接着されており、磁石は、表示本体部の発熱量が高い領域ほど密に背面側
筐体部と接触するように形成されており、表示本体部は、背面部に配されている磁石によ
って、背面側筐体部の表面に沿うように付着されていることを特徴とする。
　また、上記目的を達成するための第２の表示装置は、車両用表示装置として構成された
、表示装置であって、画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、表示本体
部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、表示本体部の背面部（１２）に付
着されている磁石（２０）と、を備え、背面側筐体部は磁石が吸着する部材を用いて実現
されており、背面側筐体部は、インストゥルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うよ
うに湾曲した曲面状に形成されており、表示本体部は、背面側筐体部の表面に沿うように
湾曲可能なディスプレイであって、発熱量が所定の閾値以上となることが見込まれる領域
である高発熱部（Ｚ１）と、発熱量が所定の閾値未満となることが見込まれる領域である
低発熱部（Ｚ２）と、を備え、高発熱部には、低発熱部よりも密に磁石が設けられており
、表示本体部は、背面部に配されている磁石によって、背面側筐体部の表面に沿うように
付着されていることを特徴とする。
　また、上記目的を達成するための第３の表示装置は、車両用表示装置として構成された
、表示装置であって、画像を表示するための、曲面状の表示面を有するディスプレイであ
る表示本体部（１０）と、表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と
、表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、背面側筐体部
は磁石が吸着する部材を用いて実現されており、表示本体部は、インストゥルメントパネ
ルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲した曲面状に形成されてあって、部位毎に発熱
量が異なるように構成されており、背面側筐体部は、表示本体部の形状に対応する曲面状
に形成されており、磁石は、屈曲性を有するマグネットシートであって、当背面部には、
磁石としてのマグネットシートが全面に渡って接着されており、磁石は、表示本体部の発
熱量が高い領域ほど密に背面側筐体部と接触するように形成されており、表示本体部は、
磁石が提供する磁気的吸着力によって背面側筐体部に付着されていることを特徴とする。
　また、上記目的を達成するための第４の表示装置は、車両用表示装置として構成された
、表示装置であって、画像を表示するための曲面状の表示面を有するディスプレイである
表示本体部（１０）と、表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、
　表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、背面側筐体部
は磁石が吸着する部材を用いて実現されており、表示本体部は、インストゥルメントパネ
ルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲した曲面状に形成されてあって、発熱量が所定
の閾値以上となることが見込まれる領域である高発熱部（Ｚ１）と、発熱量が所定の閾値
未満となることが見込まれる領域である低発熱部（Ｚ２）と、を備え、背面側筐体部は、
表示本体部の形状に対応する曲面状に形成されており、高発熱部には、低発熱部よりも密
に磁石が設けられており、表示本体部は、磁石が提供する磁気的吸着力によって背面側筐
体部に付着されていることを特徴とする。
　また、上記目的を達成するための第５の表示装置は、画像を表示するモジュールである
表示本体部（１０）と、表示本体部の背面側に配置されている背面側筐体部（３０）と、
表示本体部の背面部（１２）に付着されている磁石（２０）と、を備え、背面側筐体部は
磁石が吸着する部材を用いて実現されており、磁石は、表示本体部と背面側筐体部の線膨
張率の中間的な線膨張率を有するように構成されており、表示本体部は、磁石が提供する
磁気的吸着力によって背面側筐体部に付着されていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、上記目的を達成するための第６の表示装置は、車両用表示装置として構成された
、表示装置であって、画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、表示本体
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部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面側筐体部（３０Ｘ）と、を備え、表
示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシート状の部材である強磁性体シート（
２０Ｘ）が接着されており、背面側筐体部において、表示本体部が配される方の面は、磁
石として機能するように構成されており、背面側筐体部は、インストゥルメントパネルの
所定領域の外観形状に沿うように湾曲した曲面状に形成されており、表示本体部は、背面
側筐体部の表面に沿うように湾曲可能なディスプレイであって、背面側筐体部が提供する
磁気的吸着力によって背面側筐体部に付着されており、表示本体部は、部位毎に発熱量が
異なるように構成されており、表示本体部は、発熱量が高い領域ほど密に背面側筐体部と
接触するように形成されていることを特徴とする。
　さらに、上記目的を達成するための第７の表示装置は、車両用表示装置として構成され
た、表示装置であって、画像を表示するモジュールである表示本体部（１０）と、表示本
体部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面側筐体部（３０Ｘ）と、を備え、
表示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシート状の部材である強磁性体シート
（２０Ｘ）が接着されており、背面側筐体部において、表示本体部が配される方の面は、
磁石として機能するように構成されており、背面側筐体部は、インストゥルメントパネル
の所定領域の外観形状に沿うように湾曲した曲面状に形成されており、表示本体部は、背
面側筐体部の表面に沿うように湾曲可能なディスプレイであって、背面側筐体部が提供す
る磁気的吸着力によって背面側筐体部に付着されており、表示本体部は、発熱量が所定の
閾値以上となることが見込まれる領域である高発熱部（Ｚ１）と、発熱量が所定の閾値未
満となることが見込まれる領域である低発熱部（Ｚ２）と、を備え、高発熱部は、低発熱
部よりも密に背面側筐体部と接触するように構成されていることを特徴とする。
　また、上記目的を達成するための第８の表示装置は、車両用表示装置として構成された
、表示装置であって、画像を表示するための曲面状の表示面を有するディスプレイである
表示本体部（１０）と、表示本体部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面側
筐体部（３０Ｘ）と、を備え、表示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシート
状の部材である強磁性体シート（２０Ｘ）が接着されており、背面側筐体部において、表
示本体部が配される方の面は、磁石として機能するように構成されており、背面側筐体部
は、表示本体部の形状に対応する曲面状に形成されており、表示本体部は、インストゥル
メントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲した曲面状に形成されてあって、背
面側筐体部が提供する磁気的吸着力によって背面側筐体部に付着されており、表示本体部
は、部位毎に発熱量が異なるように構成されており、表示本体部は、発熱量が高い領域ほ
ど密に背面側筐体部と接触するように形成されていることを特徴とする。
　さらに、上記目的を達成するための第９の表示装置は、車両用表示装置として構成され
た、表示装置であって、画像を表示するための曲面状の表示面を有するディスプレイであ
る表示本体部（１０）と、表示本体部の背面側に配置された、強磁性体を用いてなる背面
側筐体部（３０Ｘ）と、を備え、表示本体部の背面部（１２）には、磁石に吸着するシー
ト状の部材である強磁性体シート（２０Ｘ）が接着されており、背面側筐体部において、
表示本体部が配される方の面は、磁石として機能するように構成されており、背面側筐体
部は、表示本体部の形状に対応する曲面状に形成されており、表示本体部は、インストゥ
ルメントパネルの所定領域の外観形状に沿うように湾曲した曲面状に形成されてあって、
背面側筐体部が提供する磁気的吸着力によって背面側筐体部に付着されており、表示本体
部は、発熱量が所定の閾値以上となることが見込まれる領域である高発熱部（Ｚ１）と、
発熱量が所定の閾値未満となることが見込まれる領域である低発熱部（Ｚ２）と、を備え
、高発熱部は、低発熱部よりも密に背面側筐体部と接触するように構成されていることを
特徴とする。
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